
学校
が っ こ う

のきまり              

大阪
おおさか

市立
し り つ

菅原
すがはら

小学校
しょうがっこう

 

【校内
こうない

生活
せいかつ

】 

１． 登
と う

下校
げ こ う

   

①  登校
と う こ う

時刻
じ こ く

を守
まも

る。 登校
と う こ う

時刻
じ こ く

  ８：1０～８：３０（教室
きょうしつ

に入
はい

れるのは８：１０） 

・ 登校
と う こ う

したら学校
がっこう

から外
そと

に出
で

ない。 ・ 友
とも

だちや先生
せんせい

に、元気
げ ん き

よくあいさつする。 

・ 月曜
げつよう

：児童
じ ど う

朝会
ちょうかい

、 木曜
も く よ う

：児童
じ ど う

集会
しゅうかい

に間
ま

に合
あ

うように登校
と う こ う

する。 

② 下校
げ こ う

時刻
じ こ く

がきたら、遊
あそ

びのあとかたづけをしてすぐに帰
かえ

る。 

     最終
さいしゅう

下校
げ こ う

時刻
じ こ く

  春
はる

夏
なつ

秋
あき

（４月
がつ

～１０月
がつ

）は１６：３０  冬
ふゆ

（１１月
がつ

～３月
がつ

）は１６：００ 

③ 友
とも

だちといっしょに、登
と う

下校
げ こ う

する。 

④ 一度家
い ち ど い え

に帰
かえ

ったら、学校
がっこう

へ来
こ

ないようにする。 

（どうしても必要
ひつよう

なときは、かならず、職員室
しょくいんしつ

の先生
せんせい

に連絡
れんらく

をする） 

 ⑤ 通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って登
と う

下校
げ こ う

する。 

⑥ 自転車
じ て ん し ゃ

で学校
がっこう

に登
と う

下校
げ こ う

しない。 

 

２． 遊
あそ

び場所
ば し ょ

  

 ① 安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

で遊
あそ

ぶ。 

遊
あそ

んでは        校舎
こうしゃ

のうら 給食室
きゅうしょくしつ

のまわり げんかんの近
ちか

く ピロティー 

     いけない場所
ば し ょ

   体育館
たいいくかん

の前
まえ

やまわり 体育
たいいく

倉庫
そ う こ

の中
なか

やまわり かいだん 

サッカーゴールの近
ちか

く 花
か

だんの中
なか

 飼育
し い く

小屋
ご や

の中
なか

 エレベーター 池
いけ

や樹木
じ ゅ も く

のまわり 

② 雨
あめ

の日
ひ

や赤
あか

いコーンが出
で

ているときは、運動場
うんどうじょう

に出
で

ないで、教室
きょうしつ

でしずかにすごす。白
しろ

いコーンが出
で

ている

ときは芝生
し ば ふ

、青
あお

コーンが出
で

ているときは大運動場
だいうんどうじょう

では遊
あそ

ばない。 

３． 遊
あそ

び方
かた

     

① 安全
あんぜん

な遊
あそ

びをし、遊具
ゆ う ぐ

は正
ただ

しく使
つか

う。 

してはいけない    かいだん、ろうか、教室
きょうしつ

、遊具
ゆ う ぐ

、石山
いしやま

でのボール遊
あそ

びやおにごっこ 

遊
あそ

び     おいかけっこなど。 物
もの

(小石
こ い し

や砂
すな

)をなげること 

②  一輪車
いちりんしゃ

や竹馬
たけうま

、ボールを使
つか

ったら、もとの場所
ば し ょ

に戻
もど

す。 

③  学習
がくしゅう

がはじまるチャイムがなったら、すぐ教室
きょうしつ

に入
はい

る。 

④ バスケットゴールやサッカーゴールに登
のぼ

ったり、ぶら下
さ

がったりしない。 

 

４．服装
ふくそう

 

① 標準服
ひょうじゅんふく

･黄色
き い ろ

いぼうしで登校
と う こ う

する。 

② 登校
と う こ う

したら名札
な ふ だ

を左
ひだり

胸
むね

につける。〈不要
ふ よ う

な物
もの

はつけない〉 

③ 寒
さむ

い時
とき

や体調
たいちょう

不良
ふりょう

などのとき以外
い が い

は、半
はん

ズボン、スカートで登校
と う こ う

する。 

④ くつは運動
うんどう

するのにふさわしいものにする。 

⑤ 寒
さむ

い時
とき

は標
ひょう

準服
じゅんふく

の上
うえ

に防寒
ぼうかん

着
ぎ

を着
き

たり、長
なが

ズボン（派手
は で

でなく、活動
かつどう

しやすいもの）で登校
と う こ う

してもよい。（防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

はフードのあるものは着
き

ない。） 

 

５．その他
た

     

① 持
も

ち物
もの

には､必
かなら

ず名前
な ま え

を書
か

いておく。 

② 学習
がくしゅう

に使
つか

わないものは、学校
がっこう

に持
も

ってこないようにする。 

アクセサリー等
など

は持
も

ってこない。 

③ 髪
かみ

の毛
け

を染
そ

めたりパーマをかけたりしない（健康
けんこう

のため） 



④ ろうかやかいだんは、走
はし

らないで、右側
みぎがわ

を歩
ある

く。すのこの上
うえ

を歩
ある

かない。 

⑤ 忘
わす

れ物
もの

があっても家
いえ

に取
と

りに帰
かえ

らない。 

⑥ ランドセルで登校
と う こ う

する。 

⑦  携帯
けいたい

電話
で ん わ

は持
も

ってこない。   

※同意
ど う い

確認書
かくにんしょ

を提
てい

出
しゅつ

して持
も

ってきている人
ひと

も、安全
あんぜん

対策
たいさく

のため家庭
か て い

連絡
れんらく

をとるとき以外
い が い

使
つか

わない。 

教室
きょうしつ

では電源
でんげん

を切
き

って、ランドセルに入
い

れておく。 

⑧ シャープペンシルは持
も

ってこない。 

⑨ ボールペンは、キャップ式
しき

の赤色
あかいろ

のみ持
も

ってきてもよい。（５・６年生
ねんせい

だけ） 

 

【校外
こうがい

生活
せいかつ

】 

１． せつどのある生活
せいかつ

をしよう。 

① つぎのことをがんばる。    早
はや

ね･早
はや

おき はみがき(あさ･ばん) かおをあらう 

                       朝
あさ

ごはんを食
た

べる 家庭
か て い

学習
がくしゅう

をする 手
て

あらい・うがいをする 

② 家族
か ぞ く

の一員
いちいん

としてできる家
いえ

の仕事
し ご と

をする。 

③ すすんであいさつをする。 

④ 外
そと

で元気
げ ん き

よくあそぶ。(テレビやテレビゲームは時間
じ か ん

を決
き

めてする) 

⑤ １７時
じ

までには家
いえ

に帰
かえ

る。 

☆ 特
と く

に気
き

をつけること 

① 交通
こうつう

安全
あんぜん

 

・ 学校
がっこう

の帰
かえ

りによりみちをしない。  ・ 信号
しんごう

をまもる。 

・ 横断
おうだん

歩道
ほ ど う

や歩道
ほ ど う

橋
きょう

をわたる。  ・ 急
きゅう

に道路
ど う ろ

に飛
と

び出
だ

さないようにする。 

・ 自転車
じ て ん し ゃ

の二人
ふ た り

乗
の

りや曲乗
きょ くの

り、広
ひろ

がっての走行
そうこう

はしない。 ・ 道
どう

路上
ろ じ ょ う

での遊
あそ

びはやめる。 

② 遊
あそ

び 

・ 安全
あんぜん

なところで遊
あそ

ぶ。 

（人
ひと

通
どお

りの少
すく

ない、さびしいところでは遊
あそ

ばないようにする） 

(子
こ

どもだけで淀川
よどがわ

へは行
い

かないようにする)（線路内
せんろない

へは入
はい

らない） 

・ 子
こ

どもどうしで校区外
こ う く が い

へは行
い

かない。 

 

・ 子
こ

どもどうしで繁華街
はんかがい

(淡路
あ わ じ

、十三
じゅうそう

、梅田
う め だ

など)や映画館
えいがかん

、ゲームセンター、カラオケボックス、スーパーマ

ーケットなどへは行
い

かない。 

・ きけんな遊
あそ

びはしない。 

（火
ひ

遊
あそ

びや火薬
か や く

遊
あそ

び､子
こ

どもだけでの花火
は な び

､エアガンなど） 

・ お金
かね

のむだ使
づか

いはしない。  

（カードゲームやお金
かね

の貸
か

し借
か

り、交換
こうかん

、ものをおごったり、おごられたりしない） 

・ めいわくになる遊
あそ

びはやめる。 

（マンションのピロティーやエレベーターでの遊
あそ

びはしない） 

(止
と

めてある車
くるま

にいたずらをしない)(石
いし

や物
もの

を投
な

げない) 

(マンションの屋上
おくじょう

では遊
あそ

ばない)(駐車場
ちゅうしゃじょう

では遊
あそ

ばない) 

   ・携帯
けいたい

電話
で ん わ

やスマートフォンの使
つか

い方
かた

に気
き

を付
つ

ける。 

２． その他
た

 

・ 外
そと

へ行
い

く時
とき

はかならず、家
いえ

の人
ひと

につぎの３つのことをはっきり伝
つた

えて出
で

かける。 

① 行
い

き先
さき

   ②だれと行
い

くのか   ③何時
な ん じ

ごろ帰
かえ

るのか 

・ 見知
み し

らない人
ひと

にはついて行
い

かない。きけんがあれば大
おお

きな声
こえ

を出
だ

したり、ちかくの人
ひと

に助
たす

けを求
もと

めたり､１１

０番
ばん

の家
いえ

に逃
に

げこむ。  


